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平成２８年度小平市いきいき協働事業

「地域・家族の育児参加推進 ＆ 子育てしやすい街づくり事業」

活動状況報告書

小平はぐくみプロジェクト
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核家族化、転勤・転居、両親の高齢化など、さまざまな理由で、子育てをひとりで頑張る
母親や、産後うつ・子どもの虐待などの悩みを抱える母親が増える現状を改善するために、
地域・家族みんなが子育てに参加し、互いに助け合える仕組みづくりを目指し、本事業を行
いました。

【講座事業】

産前産後の女性の心身の変化、産後うつの現状、心身のサポートの大切さを啓発し、夫婦
のパートナーシップや孫育てなど、産後の女性を支えるための知識を学ぶ講座を全４回開催
しました。

1. 第１回産前産後ご夫婦向け講座
「夫婦で父親学級～ときめき産前産後ライフを手に入れよう～」

●開催日時： 6月12日（日）午前9時45分～11時45分（開場9時30分）

●会場：小平市中央公民館 和室けやき

●参加費：無料

●対象：妊娠中～子育て中のご夫婦

●講師：株式会社アイナロハ代表取締役渡辺大地氏

●内容：産前産後の女性の心身の変化を知り、夫婦で子育てをスタートするためにできるこ
とを学びました。

●参加人数：男性16人、女性23人、計39人

●参加者の感想

・夫婦のギャップを埋めるためのキッカケになった。既に一児の父ですが、まだまだ妻のた

めにできることがたくさんあるし、よく話し合わなければと思った。

・産後の母親の状態を分かりやすく伝えてもらって、勉強になりました。

・はじめての参加でしたので、他のお父さんとの考え方の違いがあったり、妻の求めている

こととのギャップも感じられて良かった。

・話しを聞いて、自分自身の認識と、パートナーの認識に違いがあることを分かっているよ

うで分かっていなかったと感じました。

・父親学級というと、沐浴のしかた、ミルクの作り方etc…、マインドの講座がとても少ないの

で、本日の講座は本当に楽しく勉強になった。夫にも積極的に育児に関心を持ってもらえた

のではと思います。

・夫婦の絆が深まって良かった。

・男性講師だったので、夫も聞きやすかったと思う。

・今回の講座は本当に良かったです。父親の意識改革をすすめてくれるような内容をこれら

かも期待します。

・ただ話しを聞いているだけでなく、まわりの方と意見交換などもできて良かった。



3



4

2.  第２回産前産後ご夫婦向け講座
「行動学で夫婦のハッピーコミュニケーション 」
～家事シェアの極意はコミュニケーションにあり～

●開催日時： 6月26日(日）午前9時45分～11時45分（開場9時30分）

●会場： 小平市中央公民館 和室けやき

●参加費：無料

●対象： 妊娠中～子育て中のご夫婦

●講師： NPO法人tadaima! 代表理事 三木智有氏

●内容： ソーシャルスタイルという行動学で夫婦のタイプ診断を行い、家事シェアをより
円滑に行うことで、夫婦のコミュニケーション力を高めあいました。

●参加人数：男性20人、女性21人、計41人

●参加者の感想

・家族とのコミュニケーションの重大さ、大切さを とても分かりやすく、事例を交えて説

明いただいた点が良かったと思います。

・夫のタイプが分かり、とても納得しました。どうして、すぐに返事をくれないのか？とイ

ライラしていたのが解消しそうです。

・ソーシャルスタイル診断が、家のことだけに限らず、仕事にも参考になりました。

・奥さんのタイプをみて、推奨される付き合い方が、まるっきり奥さんに、してほしいと言

われている内容でした。

・夫婦で来て、お互いの特徴が再確認できて良かったです。コミュニケーションの取り方を

工夫して、いい関係を作っていきたいです。

・同じような子育て環境にある方々が、このような講座を通して知り合いとなり、交流を深

めることで悩みを共有し、一人で悩みを抱えるのではなく、みんなで子育てを楽しむ環境が

生まれるので、このような取り組みを継続して行っていただきたいと思います。

・講師が男性だと男性目線の話しが聞けて、おもしろいです。「どうやって分担させるか」

という話しかな？と思っていたので、とってもためになりました。またお話しを聞きたいで

す。今日こられて良かったです。
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3.  第３回孫育て講座
「イマドキの子育て・孫育て～何が変わった？変わらない？～」

●開催日時： 11月6日(日）午後1時30分～3時20分（開場1時）

●会場： 小平市福祉会館 第一集会室

●参加費：無料

●対象： お孫さんがいる方、子育てに関心のある方

●講師： NPO法人 孫育て・ニッポン 理事長 棒田明子氏

●内容： 子育てには、母親、父親はもちろん、祖父母、そして地域の方々のサポートが必要
です。今どきの子育て事情を知り、子育て家族をサポートする「祖父母力」を高め合いまし
た。

●参加人数：男性7人、女性23人、計30人

●参加者の感想

・孫の夢の最強の応援団でいること、心がけていたことですが、改めて伺いますと、大変印

象深く心に留まりました。

・父母の役割りまで入りすぎていた…反省！

・孫に甘くなりすぎはよくないのかと思っていましたが、“心のオアシス”になるような接し方

を心にとめて、しつけは、パパとママの方針に寄り添い、優しい祖母になりたいと思いま

す。

・最近の子育ての難しさが、今さらながらよくわかりました。外遊びが難しいこと、他人の

目、気候など。

・親がしていないことは、子どもがすることは出来ない。親の背中、頑張る姿、楽しむ姿を

見せていきたいです。

・じじばばの存在意味、かみしめました。ありがとうございました。

・棒田先生の人柄が伝わる楽しい講座でした。世の中の子どもたちが、みなスクスクと育つ

ために必要な事柄やヒントが盛りだくさんで良かったと思います。ありがとうございまし

た。

・講師の方のこれまでの経験etcから出てくる言葉、お話しに大変、納得させられました。自

分でも十分わかっていることだったように思っていたことも、よく整理して話してくださっ

たことで、“そう、そう”と気が付くことがたくさんありました。参加できて良かったです。

・家族はもちろん、地域でも多くの関わりを勇気をもって、声をかけていこうと思います。
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「孫が生まれて、うれしかったこと」を付せんに書いていただきました。

・生まれてきたこと、それだけで嬉しかった。

・産まれた時、天使のように思えた。

・まず五体満足、元気に産まれて感動。

・寝顔を見ているだけで幸せな気持ちに。

・とてもかわいい。一緒に出かけるようになり、学校のことなどの生活面の話しなど聞いてい

るだけで楽しい。

・孫の笑顔で自分も救われる。改めて妻の苦労、両親の努力に感謝できた。孫の成長に生きる

ことの大切さを学ぶ。

・とにかくかわいかった。小さい手、小さい口etc。自分の子の時は、ゆっくり味わえなかっ

たことを嬉しく、楽しく、成長を見守っている。
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4.  第４回母親学級「これだけは知っておきたい産前・産後のお話し」

●開催日時： 12月7日(水）午前10時～11時45分（開場9時45分）

●会場： 小平市中央公民館 和室けやき

●参加費： 無料

●対象： 妊娠中～3歳のお子さんを子育て中の母親

●講師： 一般社団法人 産後ドゥーラ協会認定 産後ドゥーラ 上高原久枝氏

●内容： 産前産後の心と体の変化や産後6週間までの過ごし方、上の子への接し方などを、産
後ケアの専門家から学びました。

●参加人数： 21人

●参加者の感想

・産前に聞けたらいいなと思う内容が多くありました。二人目のお子さんをもつお母さんた

ちとのお話もいい経験でした。

・長女を出産後、メンタルが不安定になったことを思い出し、(今回の)出産前に家族にそのこ

とを伝えたいと思いました。

・イライラやボーっとが、ホルモンの関係であったり、必要だということが分かり安心しま

した。ただそのことが、やはり周りの人にもっと知ってもらう必要があると思いました。

・2人目妊娠で、産後はやっぱりホルモンの影響で、1人目の時、不安だったんだと再確認

し、また産後そうなる前に回りへうまく伝えておくべきだと思いました。

・心と体はつながっているという言葉が印象的でした。胎盤が出てくると子宮がボロボロに

傷つくし、それが心の不安定さにつながるという言葉がひびきました。

・里帰り中は、１人立ちできるための時間と思って、早くから頑張りすぎたこともありまし

た。ゆったりとした時間を過ごすことが、こんなに大切ということを聞くと、とても考え方

をかえられました。

・お母さんは、良い子育てをするために、人に甘えて良いと聞いたことが楽になった。

・ドゥーラの活動についても知れてよかったです。多くの人が子育てに関わってもらえる社

会になるといいと思います。
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【子育て応援カード事業】

子育て世帯が孤立しないように地域との関わりを促すことや、子育てを応援するまちづく
りをすることなどを目的として、子育て世帯が小平市内の協賛団体・店舗において、割引な
どの特典を受けられる、「こだはぐ子育て応援カード」を発行しました。

●目的

・子育てしやすいまちづくり

・コミュニケーションが生まれるまちづくり

・子育て支援の温かいネットワークづくり

●応援カード利用対象と配布枚数

小平市内に在住、在園の妊娠中～６歳（未就学児）までのお子さまのいるご家庭、

約18,000世帯に配布。

●応援カード配布先

・公立認可保育園 ・私立認可保育園 ・認定こども園 ・私立幼稚園

・母子手帳配布時に同封 ・乳幼児健診時に配布（3か月、1歳半、3歳）

・小平市役所 下記の各課窓口

《子ども家庭部》 子育て支援課、保育課

《健康福祉部》 健康推進課（健康センター）

・中野産婦人科医院

・協力団体・店舗

・こだはぐカフェ（鈴木公民館で毎月第３火曜に開催される広場）

●利用期間

平成28年6月下旬～平成29年3月末まで

●協力団体・店舗数

126軒（新規登録数 74軒）
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制度のしくみ

⑥

⑤

②

①協賛お申込

②協力団体・店舗をPR（ホームページに事業者のページを作成）

④利用者にカード配布

⑤カードを掲示して利用

⑥サービス特典をご提供

③ステッカー、店内掲示用ポスター（B5サイズ）をお届け、または郵送
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協力団体・店舗様のページ
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●こだはぐ子育て応援カード（カードサイズ）

表面 裏面

●店内掲示用ポスター（B5サイズ）●屋外用ステッカー
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●利用説明書（A5サイズ）
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●協力団体・店舗募集ちらし（A4サイズ）表面
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●協力団体・店舗募集ちらし（A4サイズ）裏面
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●協力団体・店舗様向け利用調査アンケート結果 (平成29年3月30日現在）

〇利用調査期間： 平成29年3月9日～3月30日

〇回答数： 84軒（126軒中）

〇延べ利用回数： 1760回（平均21回）

〇一日平均利用数： 約6.5回（平成28年6月末～平成29年3月末までの9か月間、270日として）

〇ご感想・ご要望

〔効果を感じられた方〕

・徐々に浸透してきたように思います。小さなお子様連れのお客様が多くみられ、効果を感じま

す。

・たくさんの方に利用していただくことができて、嬉しかったです。カードのことを知らない方

や、幼稚園でもらったけど使っていなかったという方が多かったので、こちらから積極的にお声

かけしました。

・今年度より関わらせていただき、微力ながら地域に貢献できた事が嬉しかったです。

・子育て中の方が日々の暮らしの中で子育てを応援してもらえていると感じることのできる取り

組みだと思います。また、この取り組みを通して様々な方が 子育てを応援する意識づけができ

たことは意味があります。

・素晴らしい事業だと思います。地域との繋がりを持てて良かったです。

〔効果を感じられなかった方〕

・今のところご利用の方はありません。当方、業種的になかなか利用は無いのかな？と思いま

す。情報が行き渡って、もっと多くの方が利用されるといいなと思います。また協力店も増える

といいですね。

・当店で配布した常連さんのみの利用。当店のような、個人店には全く反響のない企画で、残念

でした。

・幼稚園などでカードをもらっている方がたくさんいらっしゃいましたが、お声がけしないと利

用しない方が多く感じられました。サークルで提示した特典が利用しにくかったのかもしれませ

ん。

・カードを掲示してくれた方にのみサービスを提供した。子連れでもカードを出さなかった人に

は特にこちらから声かけすることはしなかった。積極的に声かけするほどの余裕はなかった。

・今回も利用の方がいらっしゃいませんでした。私の方でも宣伝不足だったと思います。プロ

ジェクトとしてとても共感していますので、今後も子育て世代に優しい情報をぜひお願いいたし

ます。

・小平市の未就学児ママ数名に聞いてみたところ、なんか聞いたことはあるような…？という方

が1名いらっしゃいましたが、どこでどんなふうに利用できるのかは知らないという事でした。

素敵な活動だと思いますので、沢山のママに知って、利用してもらえるといいのになと思いま

す。
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〔ご要望・ご意見〕

・子育て世代向けに、各団体やお店の方が活動紹介やサービス特典などのPRを積極的にし

て、そちらをこだはぐの方でシェア、というような仕組みでお得情報がもっと子育て世代に

届けば、利用推進になりそうですね。協力店にとっても、子育てファミリーにとっても、有

難い事業になると思います。

・以前は、もっとこだはぐカードを持参してレッスンにご参加して頂ける方が多かったので

すが、ここ最近めっきりご利用される方が減りました。新しい事業主の紹介の他に、以前か

ら参加している事業主の紹介も定期的にブログなどに紹介して頂けると嬉しいです。

・利用できるお店やサービスの一覧表があると、もっとお勧めしやすいように思いました。

〔応援メッセージ〕

・子育て中のご夫婦の支えになっている事業と思います。これからも頑張ってください！

・とても価値ある取り組みでしたので、終わってしまうのが残念です。応援カード事業が終

わっても、こだはぐさんの今後の発展を祈念しております。

・こだはぐの発展、とても素晴らしく思います！どうぞこれからも、この広がりが大きく続

いていきますように。

・一年間、お疲れ様でした!! 74軒も増やされたなんて、こだはぐさんへの信頼と努力の賜物

ですね。今後一層のご活躍をお祈りいたしております。
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●利用者様(子育て世代)向け利用調査アンケート結果 (平成29年3月30日現在）

〇利用調査期間： 平成29年3月8日～3月30日

〇回答数： 29人

1. 「こだはぐ子育て応援カード」の利用回数を教えてください。

2. 上記で「カードを持っているが０回」とご回答いただいた方は、どんな理由

で利用しませんでしたか？

近所になかった

73%

利用しづら

かった

9%

利用したいと

思わなかった

0%

その他

18%

3. 来年度の事業継続について

持っていな

い

21%

持っている

が0回

38%

1～10回

17%

10回以上

24%

来年度も続

けてほしい, 

89.3%

どちらで

もいい, 

14.3%

続けな

くてい

い, 0.0%
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〇ご感想

・今までスーパーばかり利用していたのが、近くの精肉店で少し安く買えることが分かって

からは、そちらをよく利用させてもらいました。お店のかたも嫌な顔せずに対応してくださ

り、ありがたかったです。

・たくさんのお店で使うことができて、とてもありがたかったです。この町が子育てしやす

い町だと実感しました。

・参加してくださるお店が増えて、使えるところが結構あったので楽しかったです。

・最初の頃は、子連れだと迷惑がかかりそうで、お店に入るのを躊躇う事が多かった。それ

が応援カードの存在を知り、小平市全体で子育てを応援してくれているように思え、入店で

きるようになった。私の気分転換にもなるし、何より応援されている心強さがあり、応援

カードの存在は利用だけでなく、精神的にも支えてもらえた。

・サークル、お教室での特典が増えて嬉しい。ママ達がそのような場所で、たくさんの方と

繋がり、いきいき楽しい時間を過ごしてほしいと思う。

・私はどうしてもカードを提示する時に、なんだか悪い気がしてしまいます。子どもを連れ

ていると、常日頃いろんな場所で気を遣ったり、なんとなく肩身の狭い思いがあったりしま

す。なので、歓迎してくださっているのに、子どもがいるというだけで特典はなんだか申し

訳ない、と、ついつい遠慮がちになるのだと思います。でもカードを提示するとお店の方が

笑顔で「ありがとうございます」と言ってくださり、ホッとし、嬉しくなります。このよう

に子育て世代を応援・歓迎してくださる場所や利用者が相互に増えていくと、地域の方々の

子育て世代への見方、関わり方がより温かいものへと変わっていくのではないかと思いま

す。同時に子育て世代も自然に地域に溶け込めると思います。応援カードから生まれる繋が

りがたくさんあるので、今後も継続できるといいです！

・子連れでレジに並んだとき「こちらのカードお持ちですか？」とわざわざ声をかけてくだ

さったお店では、とてもカードを出しやすく、有り難かったです。レジ付近に特典を書いた

ポスターが貼られている場合も出しやすく、遠慮なく使わせていただきました。

・子連れでのお出かけは、お騒がせしてしまうので、それだけで申し訳ない気持ちがしてし

まい、図々しい気がして出しづらかったり、遠慮がちになっていました。同じお店で、何度

も利用させていただきました。そこで「大きくなったね」とか「お姉ちゃんに似てきたね」

とか話しかけてもらったり、会話が弾んで、とても温かい気持ちになりました。応援してく

ださる団体やお店があるのは、とても嬉しいです。

・こだはぐさん達の、子育てママをとにかく応援したいという優しさと熱意はカードを見る

だけですごく伝わり、その想いに温かい気持ちになったママはたくさんいると思います。あ

りがとうございました。

・こだはぐの応援カードを利用できるお店は、美味しい＆優しい店員さんばかりです。

・お菓子を買ったときにカード提示でクッキーを頂き、とても嬉しかったです。
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〔カードを持っているが使わなかった理由〕

・応援カードよりお店で独自に出しているクーポン券の方がお得に感じてしまうので、だい

たいそちらを使ってしまいます。

・使う気満々でいつもお財布には入れていたのですが、どこの店舗でサービスを受けられる

のか、ということをしっかり把握しておらず、残念ながら使うことがありませんでした。地

域にとっても子育て世代にとってもありがたいサービスだと思っていますので、これからも

応援しております。よろしくお願いします。

〔ご要望・ご意見〕

・使えるお店がどこかよくわからないので、地図で出して頂けたりどんなサービスがあるか

一覧で出して頂けたりすると、わかりやすくて行きやすいかなと思います。

・使用可能な店舗を簡単に検索できるようなものがあったらうれしいです。業種や住所など

で絞り込めるとか。

・ママさんもお得になって、お店側も来客者数が増えて、というようなもっとwin-winになる

ような事業になれば、もっと継続して行けるのではと感じました。

・実際に使った人たちの声がなかなか耳に入らなかったので、そういったママの声がまめに

更新されるサイトや、フリーペーパー的なものがあるともっと話題にも上がり、盛り上がっ

たのではないかと感じました。

・協力店・団体が地域や名称からも探せると、より使いやすいのではないか。できればマッ

プにするのもわかりやすくてよいのではないか。

・たくさん協力されている店舗があるかと思いますがもっと店頭でもこだはぐカードの宣伝

をしていただければすんなり利用できると思います。申し出るのが恥ずかしかったりもしま

すので。あと、協力店店舗一覧表とサービス内容の冊子やチラシもあると更に利用したくな

るし助かります！
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●ＦＭ西東京ラジオ番組「You Got チャンネルα」平成28年8月11日放送

「子育て応援カード事業」と、協力店の「菓子屋イコナ」さんをご紹介いただきま
した。

●ＦＭ西東京ラジオ番組「You Got チャンネルα」平成28年9月15日放送

協力店の「甘味café こすず」さんと、「菜の花プロジェクト」さんをご紹介いただきました。
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●「市民と企業が手を組めば」平成28年9月10日

「子育て応援カード事業」の事例発表をさせていただきました。
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●広報「たまちいき」第42号 平成28年11月発行

「講座事業」と「子育て応援カード事業」をご紹介いただきました。

●広報誌『ひらく』３９号 平成28年10月発行

「講座事業」と「子育て応援カード事業」をご紹介いただきました。
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●三井不動産「ファインコート武蔵小金井」サイト掲載 平成28年11月～

「講座事業」と「子育て応援カード事業」をご紹介いただきました。
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●「小平商工会だより」平成29年1月19日発行

新春対談「地域ぐるみで子育て支援」の中で、「子育て応援カード事業」を
ご紹介いただきました。


